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本年度，当グループスタッフは，FIRSTプロジェクトを推し進めると共に，これを用いた  

宇宙第一世代天体および銀河形成の研究を行った。また，宇宙の電離史と銀河形成，銀河進化，  

銀河中心核，並びに星・惑星系形成の研究を展開した。   

【1】FIRSTプロジェクト  

（1）概要   

文部科学省科学研究費補助金特別推進研究「融合型並列計算機による宇宙第一一世代天体の起  

源の解明」（平成16年度～平成19年度，代表 梅村雅之）に基づき，宇宙第鵬世代天体形成に  

関する大規模なシミュレーションを実行するプロジェクト（FIRSTプロジェクト）を推進した。   

（2）宇宙シミュレータFIRST   

宇宙第一世代天体の形成過程について大規模な幅射流体力学シミュレーションを行うために  

は，物質と光の作用および重力相互作用を極めて高速に計解する必要がある。目的とするシミュ  

レーションのためには，物質・光の計算性能が数Taops，重力計算性能が数10T鮎psの計節機  

を必要とする。我々は，これを実現するために，PCクラスタに新規開発したサーバ組み込み型  

の重力計鮮卑用ボードBlade－GRAPEを埋め込んだ宇宙シミュレータFIRSTを完成させた。   

FIRSでは，256の計算ノード，2つの管理ノード，2つのファイルサーバ，およびG払rmファ  

イルシステムからなる。計算ノードのうち，16ノードは32ビット型Blade－GRAPEを有し，  

224ノードは64ビット型Blade－GRAPEX64を有する。ファイルサーバは2台で合計4．5TB  

の容盈をもつ。G払rmファイルシステムは，ネットワーク典有ファイルシステムであり，分散  

したローカルディスクから一つの共有ファイルシステムをつくる機構である。これにより，総  

計22TBの共有ファイルシステムが構築されている。FIRSTの総演算性能は，36．1TFLOPSで  

あり，内ホスト部分3．1TFLOPS，Blade，GRAPE部分33TFLOPSである。また，主記憶容盛  

は総計1．6TBである。   

（3）FIRSTによる第一世代天体形成シミュレーション   

第一世代天体の中で，最初の大質畳星が誕生すると，大盤の紫外線光を放射するため，その  

後の星形成に大きな影響を及ぼす。我々は，その影響を詳しく調べるために，FIRSTを用いて，  

紫外線光の幅射輸送と水素分子形成を無矛盾に扱った3次元幅射流体力学計算を行った。その  

結果，紫外線光の影響は，照射する密度ゆらぎのピークの高さに応じて，次の2つの場合に分  

かれることがわかった。（1）ピーク密度が開催（母102cm‾3at30pc）よりも高い場合，紫外線  

光によってできた電離波面の前方に水素分子のシェルができることで，水素分子解離光子が遮  
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蔽され，重力コラプスを起こすことができる。（2）ピーク密度が閣値よりも低い場合，電離波  

面前方に形成された衝撃波が，中心のコラプス前に密度ゆらぎ全体に伝播し，その結果密度ゆ  

らぎは蒸発する。この結果を，第一世代天体の中での密度ゆらぎの平均的な高さと考え合わせ  

ると，第一世代天体の大部分の領域で（1）の過程が起こり，最初の星の影響を受けずに，星形成  

が可能であることがわかった。さらに，宇宙論的な構造形成シミュレーションを第一世代天体  

ハローが数100～数1000程度形成されるようなスケールで行い，初代星とそれに続く星形成  

がどのような環境の下で起きるかという問題に対しP3M－GRAPE－SPH法による大規模シミュ  

レーションを実行した。  

（4）FIRSTによる6次元自己重力無衝突ボルツマン方程式の数値計算   

Navarro，Ftenk＆Whiteに代表されるダークマタープロファイルの研究において，中心部プ  

ロファイルの決定が問題となっている。有限個の粒子で系の進化を表すⅣ体計算では，衝突の  

効果が効いてくる中心部の様子が不正確になる。これを回避するためにトⅣ体計算では，粒子  

数を増やすことを行うが，衝突の効果は完全には消し去ることができない。そこで我々は，衝  

突の効果を回避するために，ダークマターの無衝突性を正確に扱える無衝突ボルツマン方程式  

を解くという手法に着手した。ボルツマン方程式は実空間3次元，速度空間3次元の計6次元  

の多次元方程式であり，膨大なメモリが必要である。また，ダークマターによる構造形成では，  

自己重力を計算する必要があるので自己重力計算部分をいかに速くするかも問題となってくる。  

FIRSでは，高い計算性能と膨大なメモリを有し，さらに自己重力計算を加速させるハードウェア  

Blade－GRAPEを搭載している。FIRSTは，多次元自己重力系無衝突ボルツマン方程式の計算  

を可能にするシステムである。   

（5）FIRSでを用いた球状星団の力学進化の計算   

球状星団は100万体程度の星で構成される天体であり，宇宙年齢と同程度の年齢を持つ非常  

に古い天体として知られているが，その起源は未だに明らかにされていない。 我々は，宇宙初  

期の紫外線晦射場内において非常にコンパクトな天体が形成できるという新たな球状星団形成  

モデルを提案した。このような宇宙初期に形成された天体と現在観測される球状星団を定量的  

に比較するためには，球状星団の力学進化過程を計算しなければならない。球状星団において  

は，星同士の二体の相互作用が宇宙年齢程度のタイムスケールで重要になる。したがって，球状  

星団の進化計算では，高い計算精度と宇宙年齢程度の非常に長い時間にわたっての膨大なタイ  

ムステップの計算が要求される。我々は，FIRSTを用いて，独立時間刻みを用いたN体シミュ  

レーションを行うことで，上で述べたような高精度かつ長時間の力学進化計算の実現し，球状  

星団の観測されている諸性質を説明できることを示した。  

（6）FIRSTによる初代巨大ブラックホール形成シミュレーション   

宇宙で最初のブラックホールは106鳩程度の第一世代天体において誕生した103叫∋程度の  

中間質量ブラックホールであると考えられている。一方で，Z～6のクエーサーの観測により  

108鳩程度の質量をもった巨大ブラックホールが存在することがわかっている。しかし，第一  

世代天体において形成された中間質量ブラックホールがこのような巨大ブラックホールに進化す  

る過程は未だ明らかにされていない。巨大ブラックホールの形成には，複数の中間質量ブラッ  

クホール系における軌道角運動量の引き抜きが不可欠である。軌道角運動量を引き抜く物理過  

程としては力学的摩擦が考えられる。しかし，第一世代天体のようにガスが豊富に存在するよ  

うな環境ではガスによる角運動量の引き抜き（ガス抵抗，Salcedo＆Brandenburg2001）が重要  

な働きをする可能性がある。そこで我々は，第一世代天体の中でブラックホール系の軌道角運  

動量が力学的摩擦及びガス抵抗により引き抜かれ，ブラックホールが中心に沈み込み，巨大ブ  
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ラックホールの種が形成する過程を新たに開発した3次元N体・SPHコードを用いFIRSTに  

より計算した。その結果，ブラックホールが沈み込んでいく過程で，力学的摩擦及びガス抵抗  

が角運動量の引き抜きに有効に働くことがわかった。   

（7）AIMAによる銀河進化史解明の戦略   

2010年代初頭に本格観測を開始するALMA（アタカマ大型ミリ波サブミ リ波干渉計）では 

宇宙年齢が数億年以下の宇宙にある天体まで観測できると予想される。そこで，宇宙シミュレー  

タ←FIRSTで宇宙論的構造形成の数値計算をⅣ体重力計算コード（Suwaetal．2006）を活用  

して行い，様々な宇宙年齢での天体（ここでは銀河）形成を150Mpc立方にわたる大きな領域  

で計算した。さらに，シミュレーションで得られた個々の銀河について，その年齢を見積もり，  

超新星爆発によるダスト生成と星の光によるダストの加熱率を銀河年齢と整合的に見椅もった。  

（ダストはサブミリ波の幅射源として重要である。）その結果，ダストのサブミリ幅射光度が，シ  

ミュレーションで得られた各銀河について見積もられるようになった。観測的検証として，赤  

方偏移z＝3での計算結果を，これまでにSCUBAなどで観測されたサブミリ源の統計と比較  

した。その結果，サブミリ光度やダスト温度の統計的性質を観測の不定性の抱囲内で説明でき  

た。また，同じ計算のより高赤方偏移z＝＝6での結果を用い，ALMAによる商赤方偏移銀河の  

検出可能性を検討した。その結果，ALMAによる探査観測では，Z＝6に存在する若い銀河が  

数十個程度検出できることがわかった。また，人類が未だ検出したことのないz～10に存在す  

る銀河を発見できる可能憎三も指摘した。  

（8）天体起源説に基づいた新しい銀河磁場構造形成モデル   

様々な銀河で，1－1叫G程度の銀河磁場が観測されている。しかしながら，このような磁場  

が宇宙暗黒時代を経ても維持し，銀河磁場の起源となりうるかどうかは明らかにされていない。  

一方，様々な天体の活動現象に磁場が付随することが示唆されており，特に宇宙ジェット中には  

大局的な磁場の存在が確認されている。そこで我々は天体形成に伴う天体起源の様磁場生成と  

天体活動による磁場構造形成に着目した，新しい銀河磁場構造形成の研究に番手した。銀河形  

成時における星形成領域では，星やブラックホール周囲の降潜円盤で生成・増幅された磁場が，  

ジェットと共に噴出して磁気タワーや磁気バブルが形成すると考えられる。そこで我々は磁気  

降着円盤の3次元磁気流体数値計静結果を用いて，磁気タワーの形成過程をモデル化し，磁気  

タワーによる銀河磁場構造形成の可能性について調べた。その結果，銀河形成時における磁気  

タワーによる銀河磁場構造形成が十分可能であることが分かった。また，銀河ガスとダークマ  

ターのダイナミックスと誘導方程式を宇宙シミュレ←タFIRSTを用いて同時に解き，銀河磁場  

構造形成の数値計算を開始した。   

【2】宇宙論・銀河形成  

（1）GRBO50904およぴSDSSクエーサーによる高赤方偏移紫外線背景塙射の制限   

近年，銀河間物質の電離状態および宇宙初期天体観測の有力なprobeとして，GRBを用いた観  

測が注目されている。2005年には，Swift衛星によって発見されたGRBO50904の光学残光の分  

光観測から，赤方偏移g＝6・3での銀河間物質の中性水素割合について∬HI＝0．00土0．17（＜0．60  

at95％Cエ・）という上限値が初めて示された（恥tanie七al．200恥肌一九SDSSクエーサーの  

分光観測では銀河間空間の中性水素のLymanα吸収により，高赤方偏移のクエーサーほどスペ  

クトルの紫外域においてauxが急激に減少する傾向が強くなることが示されてきた（Songaila  

2004）。我々は，非｝様宇宙の電離史について行った6次元幅射輸送計算を基に，Lymanα吸  

収線系をシミュレーションし，GRBO50904およびクエーサーの観測結果と直接比較することに  
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より，高赤方編移（4＜ヱ＜7）における紫外線背景幅射強度に対する制限を求めた。その結果，  

1）GRBO50904が観測された赤方偏移（z＝6．295）における紫外線背景輯射の梅射強度を評価  
すると上限値和Ⅰ＜0．60を満たすためには，ム1之10‾3でなければならない。   

2）SDSSクエーサーの観測から，Z＝6からヱ＝5にかけて最大で二桁程凰 紫外線背景編  

射場の強度が急激に増加している必要があり，Z＝4からz＝6にかけての強度変化の範囲は  

10－（4一之）2≦ち1≦10－（5－Z）2で表される。   
これらを合わせると，紫外線背景輯射の進化は，おおよそわ10ご10－（4・5一之）2と表されること  

が分かった。   

（2）原始銀河からの電離光子の脱出過程   

銀河内の星から放射された電離光子のうち，どれぐらいの割合が銀河間空間へ脱出するかを示  

す脱出確率は，銀河間ガスの電離状態や宇宙の背景紫外線光強度を決める重要な物理量であり，  

宇宙再電離や電離後の銀河形成史に大きな影響を与える。電離光子脱出確率については，これ  

まで簡単な解析の下で評価されてきたが，銀河の質量や形成時期，銀河内での星形成効率に対  

しどのような依存性を持つかを正確に評価した研究はない。例えば，Ricottietal．（2000）は，銀  

河内電離構造の解析的な扱いによって，電離光子脱出確率を評価したが，彼らの解析では，個々  

の星団が作る電離領域のオーバーラップを無視しており，脱出確率を過′J、評価している。   

今回我々は，電離光子源からの幅射を高精度で扱うことの出来る方法に基づき，3次元幅射輸  

送計算コードを開発し，これにより晦射輸送方程式を解く事で，銀河内の電離構造を詳細に求  

め，電離光子の脱出確率を見積もった。その結果，30％という電離光子脱出確率が得られ，脱出  

光子の放射源は主に，中心よりも外側の低密度領域に生まれる星が担うことが分かった。また，  

この値は質量に対する依存性はほとんど無く，ダスト量に対してはガス・ダスト比が太陽近傍  

の値0．01の場合でも，電離光子脱出確率は2分の1程度にしかノトさくならないことを示した。  

（3）テラヘルツ・ギガヘルツ帯で探る銀河進化史   

宇宙初期に形成された原始銀河を，これから観測的なフロンティアとなる波長帯（テラヘルツ  

とギガヘルツ帯）で直接的に観測することを目標とした研究を行った。銀河の遠赤外（テラヘル  

ツ）光度と電波（ギガヘルツ）光度の間には非常に強い相関があることが知られている（Condon  

1992）。我々は，両波長域での輯射スペクトルの進化を計算する理論モデルを構築した。   

まず，電波スペクトルを，熱制動幅射・シンクロトロン柘射の素過程に基づき，銀河の星形  

成率・星の進化と整合的に計算した。これを近傍壊小銀河の電波データと比較することにより，  

従来予想されていたより1桁程度，シンクロトロン稿射が能率よく出されることが分かった。こ  

れは，数百万年とりう短い時間スケールで，磁場の増幅や高エネルギー電子の加速が能率よく  

起こっていることを示しており，従来の磁場増幅理論や粒子加速理論の再検討を要請するもの  

である。   

さらに，遠赤外スペクトルも，ダストによる星からの光の吸収と遠赤外再放射を扱うことに  

より計算した。特に，精度の高い観測のされている銀河系（天の川）の遠赤外輪射スペクトル  

と比較検討し，ダストの遠赤外放射は従来仮定されていたものより波長依存性が弱いことが分  

かった。これは，アモルファス状のダストがあることを示唆している。ダストの物性により，幅  

射スペクトルや，放射効率が変わってくるため，今回の結果は遠赤外暗射の特性の理解のため  

に重要である。   

（4）SSA22領域における1AEs形成モデル   

Hayashinoetal．（2004）で発見されたLyαemitter（LAEs）の大規模構造は，現在標準的な構  

造形成論となっているCDM理論では餌のゆらぎに相当し，宇宙全体での期待値が10‾2しか  
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ないこと，また高密度領域内においてCDM理論で予言される角度相関が見られないことなど，  

単純なCDM構造形成論とは相容れない性質を持っている。我々は，これまで標準的な銀河形成  

モデルでは考慮されていなかったLAEsの寿命を考慮する事で，LAEsの見かけ上6Jの揺らぎ  

に見える事と角度相関を再現できるという理論を提唱している。この理論に基づき，Z＝3．1で  

LAEsだった物がz＝0でどのような空間分布をするのか調べるため，計算で得られたヱ＝3．1  

の構造を初期条件にしてヱ＝0まで構造を力学進化させた。その結果，g＝3．1のLAEsのほと  

んどは，Clusterに属さず負eldに分布する事が分かった。  

（5）爆発的星形成－AGN関係を生み出す物理機構の観測的示唆   

近年の観測によって，活動銀河中心核（AGN）とその周囲の爆発的屋形成活動には，何らか  

の物理的関連があることが示唆されている。我々は，爆発的屋形成とAGNの物理的関連の原  

因機構を明らかにするために，爆発的星形成に起因する強力な幅射場が，その内側のガスに栢  

射流体力学的効果を観測データから検証した。観測データとしては，爆発的星形成領域の半径  

や光度，爆発的星形成領域より内側の力学的質量，ガス円盤のサイズが必要であり，これらの  

データが得られている7天体；セイファート銀河（NGC7469，NGClO97，NGC6951，Circinus  

galaxy），ライナー（NGC4314），nOn－AGN銀河（NGC2903，NGC3351）を用いた。その結  

果，爆発的星形成領域の内側に分布するガス円盤のサイズは，幅射流体力学的モデルに基づく  

理論予測と鵬致することが分かった。さらに，幅射圧によって強く圧縮されたガス円盤をもつ  

銀河は，中心核の活動性が高い（AGNを持つ）傾向が得られた。これらの結果は，爆発的星形  

成活動に起因する幅射圧が，ガス分布に影響を与え，中心核の活動性を誘起することを示唆し  

ている。  

【3】星・惑星系形成過程の研究  

（1）液滴分裂による複合コンドリュール形成   

コンドリエールはほとんどの隕石中に見られる1mm程の球状珪酸塩鉱物であり，原始惑星  

系円盤内の前駆体ダスト粒子が－・時的な加熱を受けて溶融・再固化して形成されたと考えられ  

ている。一方，コンドリエールの中には2つ以上の独立なコンドリエールが合体している複合コ  

ンドリエールが ，全体の数％程度存在する。これらは，少なくとも一方が溶融していた時に衝楽  

して形成されたと考えられている。衝撃波加熱過程では，加熱によりダスト粒子が部分的に溶  

融し，液層がはぎ取られる場合がある（Katoe土αJ．2006）。このはぎ取り現象が室内実験で調べ  

られた（Kadono＆Arakawa2005）。それによると，はぎ取られた液層は数十～数百の油滴に分  

裂し，頂角60度ほどの円錐内に飛散していく。放出される液滴の初速度の最大値は衝撃波ガス  

流の動圧bh），ダスト粒子の半径（γ0），および液層の粘性（り）などによるようである。例えば，  

ro＝1．1mm，Tl＝0．04Pa・S，Pfm＝1．9×103paのとき，Vmax～5ms－1であった（Kadono  
2006）。一方，液層内の流体運動を解析的に求めた解（SekiyaefαJ．2003）によると，液層内最  

大速度はuliq＝0・112触γ0／叩となる。この例の場合は叫。＝5・9ms‾1となり，放出速度は液  

層内流体速度と関係していると考えられる。室内実験の実験パラメータを原始惑星系円盤にお  

ける値にまで外挿すると，放出される液滴の初速度が10ms‾1程度以下になる場合が多数ある  

ことがわかる。各液滴は放出後ガス圧を受けてサイズに応じて加速され，その結果，他の液滴  

やダスト粒子に衝突する。しかし，衝突速度が10ms－1程度以下であれば液滴であっても衝突  

破壊することはなく，衝突・合体によって複合コンドリエールが形成されると考えられる。  

（2）衝撃波加熱コンドリュール形成モデル：プロレートコンドリュールの形成   

コンドリエールには様々な特徴（サイズ，形状，化学組成）が見られ，これらの再現性が形成  

ー41－   



モデルのポイントである。有力な形成メカニズムのひとつである衝撃波加熱モデルでは，星雲  

内部に生じた衝撃波によって突然加速されたガスが，その場に存在するダストを摩擦によって  

加熱する。加熱されて融解したダストは高速ガス流にさらされるため，動圧により変形，内部  

流，分裂などが生じる。我々は，液滴粘性が十分高い（液滴変形が回転のタイムスケールよりも  

遅い）状況を想定し，液滴形状の解析を行なった。数値流体シミュレーションの結果，回転速度  

が比較的遅い場合は液滴形状がプロレートになることが分かった。これは，液滴回転によって，  

液滴変形より短いタイムスケールでガス動圧が平均化され，回転軸に対して垂直な方向から平  

均的に押されることによる結果だと解釈できる。回転が速くなると，遠心力による液滴変形の  

効果が強くなるため，液滴はプロレートから球に，さらにはオブレートになることが予想され  

る。実際の形成過程では，液滴が再固化する（コンドリエール化する）直前では粘性が非常に大  

きくなっていることが予想されるため，今回の解析結果はコンドリュール形状と直接比較しう  

るものであると考えられる。  

＜受賞＞   

渡部靖之   

学長表彰，2007年3月   

数理物質科学研究科長博士論文表彰，2007年3月   

”FormationandEvolutionofActiveGalacticNucleiCausedbyStarburst－InducedRadia－   
tionHydrodynamicEffbcts”   

「爆発的星形成が及ぼす塙射流体力学的効果による活動銀河中心核の形成と進化」   

高野祐介   

数理物質科学研究科長修士論文表彰，2007年3月   

宇宙第一世代天体における巨大ブラックホール形成  

＜科研費採択状況＞  

特別推進研究：梅村雅之（代表者）（継続）   

「融合型並列計算機による宇宙第一世代天体の起源の解明」（14，087万円）  

基盤研究（C）：中本泰史（代表者）（継続）   

「原始惑星系円盤上空衝撃波によるダスト加熱とコンドリエール形成」（80万円）  

特定領域「系外惑星」公募研究：代表者相川祐理（神戸大学），分担者中本泰史（筑波大学），   

野村英子（神戸大学）（継続）   

「ダストの沈殿と成長に伴う原始惑星系円盤の物理構造と化学組成およびスペクトルの変化」  

（130万円）  

若手研究（B）：平下博之（代表者）（新規）   

「遠赤外線・サブミリ波での原始銀河の直接検出」（100万円）  

特定領域「サブミリ波の宇宙」公募研究‥平下博之（代表者），諏訪多聞（分担者）（新規）   

「サブミリ波での原始銀河観測に向けた理論的枠組みの構築」（140万円）  

日本学術振興会特別研究員奨励費‥渡部靖之（代表者）   

「活動銀河中心核の新たな物理的措像の構築」（100万円）  
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＜学位論文＞   

博士論文  

1．広瀬意育   

ConstraintsontheDensityParameterofPopulationIIIBlackHolesfromWMAPResults   

「WMAP観測結果による第一世代ブラックホールの密度パラメータに対する制限」  

2．廣居久美子   

AStudyoftheCosmicReionizationbyThree－DimensionalRadiativenanskrCalculations  

EvolutionofIonizingRadiationandNatureofSources   

「3次元幅射輸送計算による宇宙再電離の研究：電離幅射の進化と光源の性質」  

3．渡部靖之  

”FormationandEvolutionofActiveGalacticNucleiCausedbyStarburst－InducedRadia－   

tionHydrodynamicE鮎cts”   

「爆発的星形成が及ぼす輪射流体力学的効果による活動銀河中心核の形成と進化」   

修士論文  

1．高野祐介   

宇宙第一世代天体における巨大ブラックホ←ル形成   

2．長尾重昭   

超エディントン光度を持つ星への円盤降着の可能性と大質盈足形成  

3．長岡美甫   

銀河のダスト盈進化と遠赤外データによる検証   

4．中久窟智哉   

ダークマター重力緩和における銀河円盤の効果  

5．慣崎基能   

第一世代天体におけるフィラメント構造の発生と分裂   

6．矢島秀伸   

3次元幅射輸送計算による原始銀河からの電離光子脱出過程の研究   

学士論文  

1．市川知宏   

銀河のダストからの赤外線放射   

2．内海洋輔   

ダークマターの性質に対する制限   

3．竹中誠   

超新星残骸の流体力学的進化   

4．成田亮太   

初期宇宙密度ゆらぎの成長理論による宇宙パラメータの決定   

5．和田崇之  
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3．Mori，Masao；Umemura，Masayuki   

EarlymetalenrichmentandLymanalphaemission   

ⅣeⅧAざ如momy属eu五eM，50，199－203（2006）  
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10．Watabe，Y．   

TheTheoreticalApproachtoStarburst－AGNConnection   

Korea－JapanYbungAstronomersMeeting（Augus七21－23，2006，Gyeongju，Korea）  

11．Watabe，Y．；Umemura，M．   

ObscurationofAGNsbyCircumnuclearStarbursts   

TheCentralEngineofActiveGalacticNuclei（October16－21，2006，Ⅹi’an，China）  

12．Umemura，M．   

FIRSTProject：GroundChal1engeforRadiationHydrodynaJmicSimulations（Invited）   

2ndEast－AsiaNumericalAstrophysicsMeeting2006（Novemberl－3，2006，Daejeon，Korea）  

13．Mori，Masao；Umemura，Masayuki   

TheEvolutionofGalaxiesfromPrimevalIrregularstoPresent－dayEllipticals（Invited）   

2ndEast－AsiaNumericalAstrophysicsMeeting2006（Novemberl－3，2006，Daqjeon，Korea）  

14．Kato，Y．；Umemura，M．；FIRSTProjectTeam   

Develop皿entOfMHD－GRAPECodeforFIRSTSimulator   
2ndEast－AsiaNumericalAstrophysicsMeeting2006（Novemberl－3，2006，Daqjeon，Korea）  

15．Suwa，Tamon；Umemura．，Masayuki   

P3MSPH＿GRAPESimulationswithFIRSTCluster   

2ndEas七一AsiaNumericalAstrophysicsMeeting2006（Novemberl－3，2006，Da房eon，Korea）  

16．Hasegawa・，K・；Umemura・，M・   

FbrmationofGlubularClustersundertheInfu1uenceofUV Radiation   

2ndEast－AsiaNumericalAstrophysicsMeeting2006（Novemberl－3，2006，Daqieon，Korea）  

17．Miura，H．；Nakamoto，T．；Doimasao   

Hydrodynamicsofmoltendropletinmillimeterscale   

2ndEast－AsiaNumericalAstrophysicsMeeting2006（Novemberl－3，2006，Daqieon，Korea）  

18．Mori，Masao；Umemura，Masayuki   

TheEvolutionofGalaxiesfromPrimevalIrregularstoPresent－dayEllipticals   

FifthStromloSymposium：Disks，Winds＆Jets針omPlanetStOQuasars（December3－8，   

2006，Canberra，Australasia）  

19．Mori，Masao；Umemura，Masayuki   

EmbryologyofEllipticalGalaxies   

TheExtremeUniverseintheSuzakuEra（December4－8，2006，Kyoto，Japan）  
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20・Kato，Y・；Ohsuga，K・；Mineshige，S．   

DynamicsandRadiationProper七iesofRadiativelyIne用．cientAccretionFlowsaroundBlack   

Holes   

TheExtremeUniverseintheSuzakuEra（December4－8，2006，Kyoto，Japan）  

21．Miura，H．；Nakamoto，T．；Doi，Masao   

Shock waveinSolar nubula：1Vhat can we know血・OmmeteOrites？   

TheThirdWbrkshoponDevelopmentofExtra－SOlarPlanetaryScience（Decll－13，Univ・   

OfTbkyo，Japan）  

22．Miura，H．；Nakamoto，T．；Doi，Masao   

Shock－Waveheatingmodelfbrchondru1eformation：OrlglnOfchondruleshapes   

38thAnnualLunarandPlanetaryScienceConfbrence（March12－16，2007，Houston，USA）  

23．Yえsuda，S，；Nakamoto，T．；Miura，H．   

Three－dimensionalthermo－hydrodynamicssimulations：Chondr11le払rmationintheshock－   

WaVehea七ingrnodel．   

38thAnnualLunarandPlanetaryScienceConfbrence（March12－16，2007，Houston，USA）  

24．Hirashita，H．   

Uni丘edUnderstandingoftheFaトIn丘aredSEDsofNearbyGalaxies   
ANewZeal鮎rOldGalaxies（March25－30，2007，Rotorua，NewZealand）  

25．Hasegawa，K・；Umemura，M．   

Formation ofGlobular Clusters withinUV RadiationField   

ANewZealforOldGalaxies（March25－30，2007，Rotorua，NewZealand）   

＜依輯セミナー講演等＞   

1．杉本香束子   

「減表する磁気乱流下で形成される高密度ガス塊の形状，磁場との相関」   

星形成ワークショップ（2006年6月14－15日，国立天文台，束京）  

2．梅村雅之   

「宇宙の歴史を紐解く」   

第7回専修大学公開講演会「深宇宙の言捌こ迫る－原始の宇宙から現在の宇宙へ－」（2006年   

7月1日，専修大学，神奈川）   

3．加藤成晃   

「Radia七ivelyIne侃cientAccretionFlows（RIAFs）の3次元磁気流体シミュレーションを用   

いた降着円盤とジェットの研究」   

東京大学天文教室談話会（2006年7月4日，東京大学，束京）  

4．梅村雅之   

「宇宙の果てに挑む」   

第9回ALMA公開講演会「アンデスの巨大電波望遠鏡でさぐる宇宙」（2006年8月5日，日   

立シビックセンター，茨城）   

5．中本泰史  
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「傍らの太陽系とよその太陽系」   

第9回AI」MA公開講演会「アンデスの巨大電波望遠鏡でさぐる宇宙」（2006年8月5日，日   

立シビックセンター，茨城）  

6．梅村雅之   

「宇宙の果てに挑む」   

第9回ALMA公開講演会「アンデスの巨大電波望遠鏡でさぐる宇宙」（2006年8月12日，   

つくば文化会館アルス，茨城）  

7．中本泰史   

「僕らの太陽系とよその太陽系」   

第9回ALMA公開講演会「アンデスの巨大電波望遠鏡でさぐる宇宙」（2006年8月12日，   

つくば文化会館アルス，茨城）  

8．平下博之   

「Sim111ationofSubmillimetreGalaxyPopulation」   

ハイデルベルク大学コロキウム（2006年10月19日，ハイデルベルク大学，ハイデルベルク）  

9．平下博之   

「銀河天文学入門：銀河の生い立ち」   

茨城県高等学校文化連盟天文・科学部会講演会（2006年12月16日，プラトーさとみ，茨城）  

10．梅村雅之   

「宇宙の旅をして宇宙の大きさを知ろう」   

竹園東小学校講演会（2007年1月23日，竹園東小学校，茨城）   

＜講演＞   

1．梅村雅之   

「基礎科学分野におけるこれまでの取り組み」   

第2回「計算科学による新たな知の発見・統合・創出」シンポジウム一計算科学の戦略と次   

世代スーパーコンピューター（2006年4月4～5日，つくばェポカル，茨城）  

2．平下博之   

「SimulationofHigh－RedshiftSubmillimeterGalaxiesJ   

AIJMAサイエンスワーキンググループ会合（2006年7月25日，東京大学天文学教育研究セ   

ンター，三鷹）  

3．梅村雅之   

「宇宙再電離：最新観測からの制限」   

「初代星・銀河形成研究会」（2006年9月4～5日，国立天文台，東京）  

4．長谷川賢二，梅村雅之   

「紫外線福射場内での球状星団形成」   

「初代星・銀河形成研究会」（2006年9月4～5日，国立天文台，東京）  

5．中本泰史   

「衝撃波加熱モデルにおける複合コンドリュールの形成過程について」   

地球惑星科学関連学会合同大会（2006年5月14日～18日，幕張メッセ，千葉）  
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6．保田誠司，中本泰史   

「衝撃波加熱モデルによって形成される斑状コンドリエールの形成可能なサイズ」   

地球惑星科学関連学会合同大会（2006年5月14日～18日，幕張メッセ，千葉）  

7．三浦均，中本泰史，土居政雄   

「衝撃波加熱コンドリュール形成モデル：プロレートコンドリエール形成過程について」   

第39回 月・惑星シンポジウム（2006年8月7日～9日，宇宙科学研究所，相模原）  

8．森正夫，梅村雅之   

「地球シミュレータを用いた銀河形成の大規模CFDモデル」   

日本流体力学会年会（2006年9月15日～17日，九州大学，福岡）  

9．梅村雅之，須佐元（立教大），他FIRSTプロジェクトチーム   

「宇宙シミュレータFIRSTによる第一世代天体シミュレーション」   

日本天文学会秋季年会（2006年9月19日～21日，九州国際大学，北九州）  

10■諏訪多聞，梅村雅之，他FIRSTプロジェクトチーム，吉川耕司（東大），福蛋俊幸   

「FIRSTによる銀河形成シミュレーション：並列P3M－SPH計算」   

日本天文学会秋季年会（2006年9月19日～21日，九州国際大学，北九州）  

11．佐藤潤一，梅村雅之，他FIRSTプロジェクトチーム   

「FIRSTによる6次元自己重力無衝突ボルツマン方程式の数値計算」   

日本天文学会秋季年会（2006年9月19日～21日，九州国際大学，北九州）  

12．長谷川賢二，梅村雅之， 他FIRSTプロジェクトチ←ム   

「FIRSTを用いた球状星団の力学進化の計算」   

日本天文学会秋季年会（2006年9月19日～21日，九州国際大学，北九州）  

13．平下博之，日比康詞，芝井広   

「銀河系とマゼラン雲に共通するダストの遠赤外輪射特性」   

日本天文学会秋季年会（2006年9月19日～21日，九州国際大学，北九州）  

14．加藤成晃，諏訪多聞，梅村雅之   
「天体起源説に基づいた新しい銀河磁場構造形成モデル」   

日本天文学会秋季年会（2006年9月19日～21日，九州国際大学，北九州）  

15．加藤成晃，嶺重憤   

「磁気タワー駆動型宇宙ジェットの大局構造と進化」   

日本天文学会秋季年会（2006年9月19日～21日，九州国際大学，北九州）  

16．腐居久美子，梅村雅之，中本泰史   

「GRBO50904およびSDSSクエーサーによる高赤方偏移紫外線背景幅射の制限」   

日本天文学会秋季年会（2006年9月19日～21日，九州国際大学，北九州）  

17．渡部靖之，平下博之，梅村雅之   

「爆発的星形成－AGN関係を生み出す物理機構の観測的示唆」   

日本天文学会秋季年会（2006年9月19日～21日，九州国際大学，北九州）  

18．森正夫，梅村雅之   
「ライマンアルファエミッタ←から楕円銀河へ」  
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日本天文学会秋季年会（2006年9月19日～21日，九州国際大学，北九州）   

19．中本泰史   
「液滴分裂による複合コンドリエール形成」   

日本天文学会秋季年会（2006年9月19日～21日，九州国際大学，北九州）   

20．三浦均，中本泰史，土居政雄   

「衝撃波加熱コンドリエール形成モデル：プロレートコンドリエールの形成」   

日本天文学会秋季年会（2006年9月19日～21日，九州国際大学，北九州）   

21．梅村雅之   

「宇宙の第一世代天体とWMAPのthreeyearresult」（招待講演）   

日本物理学会秋季大会シンポジウム「宇宙の第一世代天体に迫る」（2006年9月22日，奈良   

女子大学，奈良）  

22．保田誠司，中本泰史，三浦均   

「衝撃波加熱コンドリエール形成：三相混合三次元熱流体計算コードの開発」   

日本惑星科学会秋季講演会（2006年10月18日～20日，兵庫県立美術館，兵庫）   

23．三浦均，中本泰史，土居政雄   

「プロレートコンドリエールの形成：高速ガス流中でのダスト融解現象の証拠」   

日本惑星科学会秋季講演会（2006年10月18日～20日，兵庫県立美術館，兵庫）  

24．三浦均，中本泰史，土居政雄   

「コンドリュール形状に見られる原始太陽系星雲内衝撃波の痕跡」   

第62回 形の科学シンポジウム（2006年11月3日～5日，大阪大学，大阪）  

25．平下博之，諏訪多聞，清水一紘   

「ALMA銀河サーベイと高赤方偏移ダスト」（招待講演）   

「銀河のダスト」研究会（2006年11月10日～11日，大阪産業大学，大阪）  

26．梅村雅之   

「柘射流体力学とFIRSTプロジェクト」（招待講演）   

「宇宙気体力学の現状と展望」研究会（2006年11月27日～28日，北海道大学，札幌）  

27．加藤成晃   

「光学的に薄い磁気流体降着円盤と磁気タワージェットの数値計算」   

国立天文台天文シミュレーションプロジェクトユーザーズミーティング（2006年11月29～   

30日，国立天文台，三鷹）  

28．梅村雅之   

「AGN研究の進展」（招待講演）   

第19回理論懇シンポジウム「理論天文学の進歩」（2006年12月25日～27日，立教大学，   

東京）   

29．平下博之，LK．Hunt   

「RadioSpectralEnergyDistributionofYbungS七arb11rStS」   

第19回理論懇シンポジウム「理論天文学の進歩」（2006年12月25日～27日，立教大学，   

東京）  
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30．渡部靖之，梅村雅之   

「爆発的星形成による活動銀河中心核の形成と進化」   

第19回理論懇シンポジウム「理論天文学の進歩」（2006年12月25日～27日，立教大学，   

東京）   

31．長谷川賢二，梅村雅之，他FIRSTプロジェクトチーム   

「紫外線幅射場内での球状星団形成およびその力学進化」   

第19回理論懇シンポジウム「理論天文学の進歩」（2006年12月25日～27日，立教大学，   

東京）  

32．長岡美甫，平下博之   

「銀河のダスト畳進化と遠赤外データによる検証」   

第19回理論懇シンポジウム「理論天文学の進歩」（2006年12月25日～27日，立教大学，   

東京）   

33．梅村雅之   

「超巨大ブラックホール形成の理論」（招待講演）   

基礎物理学研究所研究会「すぎく時代のブラックホール天文学」（2007年2月13日～15日，   

京都大学基礎物理学研究所，京都）  

34．森正夫（専修大），梅村雅之   

「原始銀河における星形成率と衝撃波起源のランマンアルファ放射の関係」   

日本天文学会春季年会（2007年3月28日～30日，東海大学，神奈川）  

35．渡部靖之，平下博之，梅村雅之，川勝望，今西呂俊   

「爆発的星形成が引き起こす銀河中心領域への常盤降着」   

基礎物理学研究所研究会「すぎく時代のブラックホール天文学」（2007年2月13日～15日，   

京都大学基礎物理学研究所，京都）   

36．梅村雅之，FIRSTプロジェクトチーム   

「宇宙シミュレータFIRST200ア」   

日本天文学会春季年会（2007年3月28日～30日，東海大学， 

37．須佐 元，梅村雅之，他FIRSTプロジェクトチーム   

「初代星形成における光電離のフィードバックの系統的研究」   

日本天文学会春季年会（2007年3月28日～30日，東海大学，神奈川）   

38．諏訪多聞，梅村椎之，須佐元，佐藤大介   

「FIRSTによる第一世代星形成領域の大規模シミュレーション」   

日本天文学会春季年会（2007年3月28日～30日，東海大学，神奈川）   

39．諏訪多聞，平下博之，酒水一紘   

「Ⅳ体計算とダスト進化モデルによるhigb－Z高光度赤外線銀河分布」   

日本天文学会春季年会（2007年3月28日～30日，束海大学，神奈川）  

40．加藤成乳大須賀健，梅村雅之，嶺塵慎   

「磁気流体降着円盤とジェットの掃射特性」日本天文学会春季年会（2007年3月28～30日，   

東海大学，神奈川）  

41．高野祐介，梅村雅之  
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「宇宙第一世代天体における巨大ブラックホール形成」   

日本天文学会春季年会（2007年3月28日～30日，東海大学，神奈川）  

42．矢島秀伸，梅村雅之，中本泰史，康居久美子   

「原始銀河からの電離光子の脱出過程」   

日本天文学会春季年会（2007年3月28日～30日，東海大学，神奈川）   

43．清水岬絃，梅村雅之   

「SSA22領域におけるLAEs形成モデルの応用ⅠI」   

日本天文学会春季年会（2007年3月28日～30日，東海大学，神奈川）   

44．長岡美甫，平下博之   

「銀河のダスト量進化と遠赤外データによる検証」   

日本天文学会春季年会（2007年3月28日～30日，東海大学，神奈川）  

45．渡部靖之，川勝望，今西昌俊   

「中心核星形成が引き起こす銀河中心への質量降着」   

日本天文学会春季年会（2007年3月28日～30日，東海大学，神奈川）  

46．保田誠司，中本泰史，三浦均   

「高速ガス流によるダストの加熱溶融と変形：三次元熱流体計算コード開発」   

日本天文学会春季年会（2007年3月28日～30日，東海大学，神奈川）   

47．三浦均，中本泰史，土居政雄   

「衝撃波加熱コンドリュール形成モデル：コンドリュール形状の多様性」   

日本天文学会春季年会（2007年3月28日～30日，東海大学，神奈川）  
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